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図1 ズングリオヒシバの標本（HYO, 

C1-247827）黒崎史平25600, 宝塚市東洋町1丁

目 武庫川右岸高水敷, 2014年6月30日採集。 

兵庫県初報告の帰化植物ズングリオヒシバ(イネ科)とその生活形  

 

近藤眞由美１・高野温子２・黒崎史平２ 

 

Mayumi KONDO, Atsuko TAKANO and Nobuhira KUROSAKI: First report of an alien species, Eleusine tristachya 

(Lam.) Lam. (Gramineae), from Hyogo Prefecture and its life form. 

 

 

2014年6月下旬，宝塚市内の武庫川河川敷で採られ

たイネ科植物が人と自然の博物館に届けられた。オヒ

シバを小型にしたような外観で，オヒシバ属

(Eleusine)と推定された。生育地は高水敷が整地され

テニスコートやサッカー，野球等，球技の練習場とし

て利用されている場所で，芝が貼られているが裸地も

点在するような環境である。帰化植物だと考えて帰化

植物図鑑や関係図書を当たったが，オヒシバ属はオヒ

シバとシコクビエしか掲載されておらず，同定ができ

なかった。植村修二氏に標本を送って問い合わせたと

ころ，「神奈川県から報告されたズングリオヒシバ

Elusine tristachya (Lam.)Lam.では」との返答を頂い

た。そこで2003年にズングリオヒシバを神奈川県内か

ら日本新産帰化植物として報告した木場英久氏に，不

明の宝塚市産イネ科植物標本を送って鑑定を求め，ズ

ングリオヒシバと確認された。 

木場・松本(2003)によれば，ズングリオヒシバは南

米原産で高さ45cmに達し，葉身は長さ6－26cm，幅3

－6mm，まばらに開出毛がはえ，急尖頭。2－8個の太

くて短い総状花序が短軸上に互生する(図１)。総状花

序は楕円形から卵形で，長さ1.5‐3.0㎝で斜上または

開出，中軸に細い翼がある。宝塚では総状花序は１-3の

ものが多く，4以上の花序がある個体はごく稀であった。

花序が2本の場合は掌状だが，3本以上になると互生す

るように見える。日本の他，アフリカ(Gibbs Russel et al. 

1991)，ヨーロッパ(Hansen 1980)，オーストラリア(Lazarides 2002)，北米(Barkworth et al. 2003)に帰化して

いる。 

神奈川県のズングリオヒシバは，牛糞のまかれた畑の周辺で採取されたことから，牛の飼料に混入して侵入し

たものと考えられている(木場・松本 2003)。オーストラリアでも雑草だが飼料としても利用されている

(Lazarides 2002)。北米やヨーロッパの植物誌には路傍に生える雑草と記載されている。兵庫県でズングリオヒ

シバが発見された場所は，高水敷に整備されたテニスコート脇や遊歩道沿いであり，乾燥気味の場所に他のイネ

科植物と混生，あるいは単独でパッチ状に生えていた。植村修二氏の話ではバミューダグラス(ギョウギシバ)の

種子に混じって蒔かれたのではとのことであった。 

木場・松本(2003)，北米植物誌，アメリカの農林水産省にあたるUnited States Department of Agriculture

の植物データベース(USDA Plants database http://plants.usda.gov/core/profile?symbol=eltr2)によれば，

ズングリオヒシバは一年草であるが，ヨーロッパ植物誌，オーストラリア，南アフリカ，Kew植物園のGrass- 

base(Clayton et al. 2006 onwards)には多年草とある。宝塚市の宝塚新大橋(宝塚市東洋町)から武庫川新橋手前 
 

１ 兵庫県宝塚市末成町  ２ 兵庫県立人と自然の博物館 
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図２  ズングリオヒシバの開花株。矢印は花を指している。 

2014年6月21日撮影（宝塚市東洋町～御所の前町． 

以下図８まで撮影地は全て同じ）。 

 

 

図３ 開花中のズングリオヒシバが一面に広がる 

（2014年７月16日撮影）  

 

(宝塚市御所の前町)の間を2週間から1カ

月に一度往復し，ズングリオヒシバの生育

状況を観察した。 

はじめてズングリオヒシバの存在に気付

いたのは2014年5月中旬であった。その後

草刈がされたもののズングリオヒシバは広

がりを見せ，6月下旬には花が満開になっ

た(図2. 6月21日)。7月に入ってから爆

発的に広がり，旺盛に花を咲かせていた(図

3. 7月16日)。8月には一度咲いた花序が

枯れ，同じ株の根元から新たな芽がでて再

び花を咲かせていた。2014年8月9，10日

は兵庫県内を通過した台風11号により，16，

17日は丹波地域が大きな被害を受けた豪

雨によって武庫川河川敷は2度水につかり，

土砂が大量に流出した。ズングリオヒシバ

も一部が土砂ごと流され，残った株も泥を

かぶったが，2度の洪水にもまけずに花を

咲かせていた(図4. 8月19日)。9月には

急激に成長したアメリカスズメノヒエに

かき消されたようになったが，かき分け

て探すと花序をつけたズングリオヒシバ

が生育していた(図5. 9月11日)。30㎝

を越える高さにまで成長したものもあっ

た。9月下旬には枯れたものが目立ち始

めたが，それでもまだ砂に埋もれるよう

にして新しい花序をあげる個体もあった。

10月10日に確認にいった際には草刈が

入っており，ズングリオヒシバはあらか

た姿を消したが，よく探すと新しく葉を

展開し開花した個体も見受けられた(図

6. 10月30日)。11月も大きく成長はし

ないものの消失することはなく(図 7. 11

月18日)，開花は急激に気温が下がる12

月上旬まで確認することができた(図8. 

12月3日)。 

その後も2週間に一度の観察を続けたが，

しばらくは地上部が枯れた状態が続いた。

河川敷には他のイネ科植物も多く生えており，特に芽生えの時期は他種との区別が困難であるため，秋に花序つ

きのズングリオヒシバの株を持ち帰ってプランターで栽培し，冬の間は調査地の状況と併せて観察を行っていた

ところ，葉や花は枯れたが地下部は完全に消失せず，2月後半になると，新しい葉が地下部のあった場所から顔

をだしはじめた(図9. 3月26日)。3月後半には河川敷でも色々な植物の芽生えが一斉に芽吹き始めたが，ズン

グリオヒシバの開花は4月末から始まることを確認した(４月30日)。 

以上の観察結果から，少なくとも宝塚市内においては，ズングリオヒシバは多年生の生活形をもち，冬も地下

部は完全に消失することなく早春に展葉を始め，初夏から晩秋にかけて半年近く花を咲かせ続けることが明らか

になった。植物体が小さく目立たないことからこれまで注意をひかなかったと思われるが，多年生で大量の小さ

い種子を半年近くにわたり散布しつづけることから，実際には兵庫県内，近畿地方にも相当広がっているのでは

ないかと考えられる。 
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図５ アメリカスズメノヒエに覆われた高水敷。 

間に埋もれるようにズングリオヒシバ(赤丸)が花

を咲かせている(2014年９月11日撮影） 

図４ 2度の洪水の後に出来た水たまりの縁で咲くズング

リオヒシバ（2014年８月19日撮影）  

 

 

図６ 全体に小さくなったが，開花は続いている（2014年10月30日撮影） 
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図８ 全草小さくなったが果序（矢印）はまだ

残っている（2014年12月3日） 

 

図７ 多くの果実をつけている（2014年11月18日） 

 

  

図９ 

宝塚市内で栽培した

ズングリオヒシバの

株から葉が展開して

いる。矢印は昨年の

花序（2015年3月26

日撮影） 
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